













 平成15年3月24日  学位授与の要件学位規則第4条第1項該当
 研究科・専攻
論文題目
博士論文審査委員
 東北大学大学院経済学研究科(博士課程後期3年の課程)
現代応用経済科学専攻
 イノベーション・システムと産学官連携
 一技術移転機関(TL())の役割を中心として一
 (主査)
教授大滝精一
教授西澤昭夫  論文内容の要旨
 1.目的と概要
 本論文の目的は、知識社会における産学官の連携活動を、ナショナル・イノベーション・システ
 ム(MS)の視点から考察を加えることである。具体的には、①知識社会へ移行する過程で、一国
 のイノベーション・システム構築に産学官それぞれの果たす役割がいかに変容しつつあるのか、ま
 た3者間での相互関連・影響しうるプロセスがいかに進化していくのかを、NISの視点から考察
 すること、②それによって、特に研究面で産学間での知識フローがどのようなメカニズムで進めら
 れているのかを、日米の実態分析をもとに解明すること、③そのメカニズムをより効果的に推進し
 ていくにあたって技術移転機関(TLO)がどのような役割を果たしているのかを実地調査によっ
 て検証すること、の3点である。
 本論文は、三部9章の構成をとり、その概要は以下の通りである。
 第1章では、序論として、研究の背景を筆者の持つ問題意識から考察し.本論文の課題・目的・
 視点・方法を明らかにすると共に、論文の構成・概要・特徴を要約した。第一部(第2章、3章、
 4章)では、N聡の定義・枠組み・分析アプローチだけではなく、その形成過程においてこれま
 で提案された様々なモデルを体系的に検討した。特にN聡と知識生産のモード論との接点を見出
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 服するように努めている。つまり、NISの定義・枠組み・構成要素だけではなく、その形成過程
 と分析アプローチにおいてこれまで提案された様々なモデルを体系的に検討・分析し、それぞれの
 特徴と相違点を見出すことによって、従来のモデルに残された問題点を明らかにした。
 第2に、N聡と知識生産のモード論との接点を見出すことによって、両者の補完関係を明らか
 にした。また、知識社会における産学官の果たす役割が変容しつつあることを認識するとともに、
 現実への観察結果に基づきその留意点を提示した。
 第3に、NISにおける大学と産業界との関係が、産業社会との関わりによってモード1あるい
 はモード2に変化し、特にモード2における産学間での知識フローを促進するメカニズムは、①研
 究協力、②技術ライセンス、③大学発ベンチャーの創出、の3本柱から成ることが、日米の実証分
 析から得られた。また・産学問での知識フローの推進にあたりこの3本柱間の相互補完関係を明ら
 カ・にした。
 第4に、TLOが技術ライセンス活動の各段階において、単に仲介機能のみならず、大学技術シー
 ズの選別、および産業界ニーズのブラッシュアップという「ゲートキーパー機能」を積極的に果た
 すことによって、産学間での双方向的な知識フローを促進しているという事実を、日本を代表する
 6つの承認TL〔)の実地調査から発見した。従来、,産学問での知識フローはライセンシングのみに
 よって行われると考えられてきた。しかし、実地調査の結果、日本型TLOにおける技術ライセン
 スの流れは、発明の開示・特許出願・マーケティング・ライセンシング・収益還元など幾つかの段
 階に分けられ、しかも各段階の活動において産学間での双方向的な知識フローが存在することを明
 らかにした。すなわち、これらの各段階でライセンス候補企業から大学へ知識のフィードバックが、
 TLOによってさらにブラッシュアップされ、次の技術開発へと反映されており、逆に、TL〔)を通
 じて技術評価やマーケティング等の形で、大学の知識が産業界に流れることによって新たな共同研
 究等に結びつくのである。このように、産学の問にTLOが介在することによって、知識のフロー
 がより効果的かつ効率的に進められている。さらに、TL()が産学聞での知識フローにおいて技術
 ライセンス機能だけではなく、産学リエゾン活動(共同・委託研究の斡旋や技術指導など)から大
 学発ベンチャー創業支援までの機能を果たしはじめていることが日米の事例から明らかとなった。
 また、本論文はMSにおける産学官連携の役割について、理論考察から、仮説の検証に・基づく
 日米の実状分析までを通じて、以下の4点で途.上国に対して政策含意を示唆することができる。第
 !に、大学は国の基礎研究の担い手としての本来の地位を確保できる前提のもとで、研究・教育の
 活性化のために産学連携を積極的に行うことである。たとえ、産学連携活動が活発になったとして
 も、日米の大学が自国の基礎研究の担い手であることは昔でも今日でも変わりない。一方で企業も
 基礎研究を大学に任せきっているわけではない。第2に、産学連携活動の展開には、産学聞の双方
 向に多様化した形態の知識フローを促進するメカニズムが存在することである。つまり、日米の産
 学連携活動では、単に学から産への知識の一方的な流れに止まらず、産から学への知識のフィード
 バックも極めて重要であり、また単に技術ライセンスというリニア・モデル的な方法だけではなく、
 産学間の研究協力から大学発ベンチャーの創出まで多様な形態による総合的なメカニズムが構築さ
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 もちろん本論文にも、知識生産のモードの転換が、どのような要因で起こったのかが必ずしも明
 らかになっていない点や、歴史的分析における独自の視点がやや乏しいなど.残された課題も存在
 するが、これらの問題は、'本論文の上述の貢献をけっして損うものではない。
 よって、本論文は、博士(経営学)の学位にふさわしい内容をもっており、審査結果は「合格」
 である。
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